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概略

動物の獲得免疫系のように⽣体防御に特化した細胞を持たない植物は、個々の
細胞が病原体を認識し、防御する⾃然免疫系を発達させてきた。植物免疫は、
⼤多数の微⽣物を排除する基礎免疫のPattern-Triggered Immunity (PTI)
と、細胞死を伴い適応した病原体を遺伝⼦型特異的に排除するEffector-
triggered immunity（ETI）の2層から構成されている。

上記のPTI及びETIにおいて、MAPキナーゼ経路は重要な役割を果たしてい
る。シロイヌナズナにおいて、植物免疫のシグナル伝達を担うMAPキナーゼ経
路の1つにMEKK1-MKK1/MKK2-MPK4経路がある。予想に反して、本経路
構成因⼦の⽋損変異体は、矮性やETIに伴う細胞死などの防御反応が常に活性化
する⾃⼰免疫表現型を⽰した。この表現型のサプレッサー変異体を単離し、原
因遺伝⼦を同定した結果、SMN1として抵抗性遺伝⼦RPS6を、SMN2として
DEAD-box RNAヘリカーゼをコードする遺伝⼦を同定した。smn2変異体で
は、SMN1の3′UTRに異常な転写産物が蓄積し、SMN1を介した病害抵抗性が
低下した。よって、SMN2は異常な転写産物を分解することでSMN1の病害抵
抗性に寄与すると考察した。これらの変異体の解析について進捗を報告する。
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